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1. はじめに 

優れた絵画は人に感動をもたらすことができる. 鑑賞者

が絵画に込められた作者の想いを感じ取ることができるか

らである. そして, 作者は鑑賞者の視線をどのように誘導

し, 見せたい部分に集中させるか工夫すると言われている 

[1].  

Noton らは, 視知覚における眼球運動の規則性を予測し, 

図を走査するときに生じる一つの特徴から他の特徴へ動く

規則的な視線のパターンを Scan path（走査路）と名付け

ている [2].  

優れた絵画を鑑賞しているときの視線の動きには規則性

があると仮定し, 視線と注視点分布のデータベースを構築

することにより, 作者の意思と鑑賞者の視線について関係

性を明らかにできるのではないかと考え, 注視点のデータ

ベースの構築した [3]. ここでは, その実験方法と結果, 作成

したデータベースの注視点分布と絵画のフォーカルポイン

トを比較して解析を行った. 絵画教育を目的として絵画を

学ぶ学生が描いた絵画と実際の注視位置

を調べた研究について報告が行われてい

るが [4], 優れた絵画を対象として組織的

に調べた例はない. このようなデータベー

スは絵画の教育や絵画と顕著性など認知

工学の研究にも有用であると考えている. 

 

2. 絵画を見る技術について 

絵画には, 絵の中で最も重要な個所を

指すフォーカルポイントというものがあ

り, そこが絵の主役で画家が一番に見てほ

しいと思っているところである [5]. 絵を

見てすぐ目につく箇所がフォーカルポイ

ントである.  

重要な箇所に向けて視線を誘導する

「リーディングライン」というものがあ

る [5]. 人は似たものが並んでいると線上

のものとして認識して, これがリーディン

グラインの役割を果たす. また, 身振り手

振りや描かれている人の視線からもこの

効果が現れる. 

3. 実験方法 

絵画は, できる限り原画を忠実に再現できるよう 4K カ

メラで撮影して, マスターグレードビデオコーディングを

用いて 2K 収録された「光の中の名画たち 美の殿堂オルセ

ー美術館を巡る」 （BS ジャパン，2016） を用いた. 実験

に使用した絵画を表 1 に示す. 被験者には 45 枚の絵画を, 

絵画 1 枚につき １５ 秒間提示した. 絵画の表示には 28 イ

ンチ 4K ディスプレイ LCD-M4K282XB を用いて被験者に

は 4K にアップコンバートされた映像を注視させた. 視距

離は 1.5H (51cm) で あ る . デ ィ ス プ レ イ の 輝 度 は 

最 大 300 cd/m2 である. データベースとしての信頼性を上

げるため, あご台で被験者の頭部運動を固定し, 眼球運動の

計測には NAC Imaging Technology EMR-9 を用いて両眼

眼球運動を 240Hz で記録した. 被験者は矯正視力を含み 

1.0 以上の 21~22 歳の本学学生 5 名である．本実験は東海

大学「人を対象とする研究」に関する倫理委員会規定に従

い実施した. 

表 1 実験に使用した絵画一覧 

 

†東海大学 Tokai University 

FIT2020（第 19 回情報科学技術フォーラム）

Copyright © 2020 by
The Institute of Electronics, Information and Communication Engineers and
Information Processing Society of Japan All rights reserved.

 29

CJ-003

第3分冊



4. 結果 

今回は,  「ヴィーナスの誕生」,「オランピア」, 「カー

ド遊びをする人々」, 「ゆりかご」, 「ピアノを弾く少女た

ち」を鑑賞しているときの被験者 5 名の注視点と視線を図

１～５に示して紹介する. 注視点は被験者の利き目のデー

タを使用し, 色を被験者ごとに変えて表示している.  

「ヴィーナスの誕生」はギリシャ神話における美と愛の

女神ヴィーナスが波の上に横たわり, その上でヴィーナス

の誕生を祝福している天使たちが描かれた, 画家アレクサ

ンドル・カバネルの絵画作品である. この絵画のフォーカ

ルポイントはタイトルにもなっているヴィーナスである. 

各被験者の注視点を見ていくと, どの被験者を見てもヴィ

ーナスと天使に集まっている. しかし, ほとんどの被験者が

フォーカルポイントであるヴィーナスより天使に注視点が

多く集まっていた. また, 視線の動きでは左端の天使から順

番に視ていき, ヴィーナスへ向かう視線の動きが確認でき

た. 

「オランピア」は白人の娼婦と黒人の召使が描かれた

エドゥアール・マネの作品である. オランピアは当時の娼

婦の通称で, この絵画のフォーカルポイントは娼婦である. 

各被験者の注視点を見てみると, 娼婦や召使, 召使が持つ花

束に注視点が集まっている. また, 視線の動きでは娼婦の体

に沿う視線の動きや, 召使の顔から娼婦の顔を見る視線の

動きをする被験者を確認できた.  

「カード遊びをする人々」はカード遊びをする農民た

ちを描いた, ポール・セザンヌの作品である. この絵画のフ

ォーカルポイントはカード遊びをする 2 人の男性である. 2

人の男性はお互いが相似形になっていて, かつ, 明暗や体の

バランスが互い違いになっていることから, 共にフォーカ

ルポイントであると考えられる. 各被験者の注視点を見て

みると, 2 人の男性とカードに多くの注視点が集まってい

る. また, 視線の動きでは男性からカード, カードからもう

片方の男性という流れの視線の動きが多く確認できた. 

図 1 ヴィーナスの誕生 

図 2 オランピア 

図３ カード遊びをする人々 
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「ゆりかご」は作者の姉とその娘がゆりかごで眠って

いる様子を描いた, ベルト・モリゾの作品である. この絵画

のフォーカルポイントは母親と赤ちゃんで, 我が子を見つ

める母と, 赤ちゃんをベールで包み存在感を薄めることで

母性や幸福感をより強調されている. 各被験者の注視点を

見ていくと, 母親と赤ちゃんに注視点が多く集まり、ゆり

かごを全体的に見ている被験者もいた. また, 視線の動きで

は母親から赤ちゃんを見るような視線の動きが多く確認で

きた.  

「ピアノを弾く少女たち」はピアノを楽しむ２人の少

女を描いた, ピエール＝オーギュスト・ルノワールの作品

である. この絵画のフォーカルポイントは２人の少女であ

り, 少女たちは赤色と白の対照的な衣服や, 鮮やかなリボン

や腰布の青色, カーテン部分の緑色などの色彩描写で描か

れている. 各被験者の注視点を見ていくと, ２人の少女に注

視点が多く集まり, 楽譜を見ている被験者もいた. また, 視

線の動きでは 2 人の少女の顔と楽譜を往復して見るような

視線の動きが多く確認できた.  

5 つの絵画のフォーカルポイントと各被験者の注視点と

の一致率と各絵画での一致率の平均値を表 2 に示す. 一致

率は全注視点の中でフォーカルポイントの位置にある注視

点の割合として求めている. 平均はそれぞれの絵画での被

験者 5 名の一致率を平均した値である.  一致率が高いとフ

ォーカルポイントを見ている割合が高く, 一致率が低いと

ほかの部分を見ていることになる.  

図４ ゆりかご 図５ ピアノを弾く少女たち 
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これら結果から被験者ごとに個人差もあるが, 前半２作

品は一致率が平均 40%未満と低く, 後半２作品は平均 60％

以上と比較的高い結果だった. 低かった 2 作品については

主題であるフォーカルポイントは一つであるが, 天使や召

使いがフォーカルポイントに近い印象を与えることに加え, 

視線を誘導するリーディングラインが明確であり, 15 秒と

いう短時間で全体的に眺める被験者が多かったからだと考

える.  

また, 視線の動きに注目すると被験者同士で似た動きが

あることも確認できた. 今回の視線の動きの類似点はリー

ディングラインの影響があると考える. 先にも述べたが, 

「ヴィーナスの誕生」は 5 人の天使が見ている向きや体勢

を左から順に線でつなげると, ほぼ一直線になっていてヴ

ィーナスに向くようになっているようにみえる. 「オラン

ピア」や「カード遊びをする人々」, 「ゆりかご」, 「ピア

ノを弾く少女たち」では, モデルの視線の方向がリーディ

ングラインの役割を果たしていた.  

 

5. おわりに 

優れた絵画を鑑賞しているときの視線の動きには規則性

があると仮定して, 視線と注視点分布のデータベースを構

築することにより, 作者の意思と鑑賞者の視線について関

係性を明らかにできるのではないかと考え, 注視点のデー

タベースの構築した. 今回は計測した注視点分布と絵画の

主題であるフォーカルポイントとの比較をおこなった。ま

た、視線の軌跡を表示することで, どの順で見ていたのか

分かるように表した. 

フォーカルポイントが１つの２作品は被験者の注視点と

の一致率が低く, フォーカルポイントが２つの３作品は比

較的, 一致率が高い結果だった. フォーカルポイントが一つ

で注視点が一致しないことについて若干奇異に考えられる

が, 文化の違いなどにより今回の被験者では必ずしもフォ

ーカルポイントではなかった可能性もある. また今回はフ

ォーカルポイントの数でしか比較をおこなっていないので, 

２つ以上の場合ではそれぞれのフォーカルポイントの一致

率を比較しようと考えている. また, 視線の動きでは被験者

同士で似た動きがあり, リーディングラインに沿って移動

している作品があることが確認できた. リーディングライ

ンには主役だけでなく, 「経路」を示していることもある. 

作者は絵を隅々まで見てもらうためフォーカルポイントだ

けでなく, 次にどこを見ればよいかリーディングラインで

進むべき道筋を用意するとも言われている [5]. 

  今後は絵画のフォーカルポイントの位置やリーディン

グラインの使用用途などを種類別に解析を行いたいと考え

ている.  
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